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進路選択とは自分の生き方をつくること
大学や職業は、生き方を実践する場

▶ 進路選択は自分の生き方を作ることであり、単に大学・職業を選ぶことではない

▶ 自分の好きなことや経験を振り返り、自分の価値観を見つめる

▶ 実際の体験や人との対話によって、考えを整理する

▶ やりたいことができそうな学部・学科を「領域」として捉え、それをめざしていく

▶ 自分のやる気が出るポイントを知り、高め合える仲間と頑張り抜く

　このコーナーでは、大学教育や高校教育、そ

して大学入学者選抜が変わっていく中で、高校

生の進路選択は、高校での進路指導はどのよう

に変わっていくのか、考えていく。

　今回は、「創造社会を支える方法・道具をつ

くる」ことをめざした研究を行っており、「パ

ターン・ランゲージ」の開発に取り組む、慶應

義塾大学総合政策学部の井庭崇准教授にインタ

ビューした。パターン・ランゲージとは、「ど

のような状況で、どのような問題が生じ、それ

を解決するにはどうすればよいか」という「状

況」「問題」「解決」をセットにして記述する知

識記述・共有の方法である。それまで個々人

の感覚として埋め込まれていた実践知を、広く

人々で共有することをめざしたものである。

　進路選択には、例えば「自分の適性がわから

ない」「将来やりたいことがわからない」「やり

たいことが実現できる進路がわからない」など、

多くの高校生が共通に抱える悩みがある。そこ

で河合塾では、井庭研究室および株式会社クリ

エイティブシフトと共同で、そうした状況に直

面したときに、どのようなことを考え、どのよ

うな行動をすると良いか、高校生に参考にして

もらうためのパターン・ランゲージを開発した。

　今回のインタビューでは、開発にあたっての

議論を踏まえてお話しいただいた。
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進路選択とは自分の生き方をつくること
大学や職業は、生き方を実践する場

慶應義塾大学総合政策学部　井庭 崇 准教授

好きなことや経験を掘り下げ
自分の価値観を見つめる

——高校生が進路を選択する際に大
切なことは何でしょうか。
　 高校生が進路を選択するという

と、「大学を選ぶ」「学部・学科を選

ぶ」というように、行き先を選ぶと

いう感覚になりがちです。しかし、

進路選択の根本は自分のこれからの

生き方を考えることであり、その生

き方を実現できる場所を考えること

だと思います。

　その際、「自分の生き方をつくって

いく」という考え方を持つとよいで

しょう。将来就きたい職業から学

部・学科をイメージするのもひとつ

の方法ですが、高校生の段階で何十

年も先のことを予測することはとて

も難しいことですし、自分もこれか

ら成長し、変化します。さらに、こ

れだけ変化が激しい時代においては、

将来その職業があるかどうかもわか

りません。新しい職業が登場するか

もしれませんし、自分が新しい職業

をつくることになるかもしれません。

もはや、既存のものから選ぶという

視点だけで進路を考える時代ではな

くなりました。自分がどんなふうに

生きたいかということを考えた上で、

自分なりの生き方を形づくっていく

ことが大切なのです。

　高度経済成長期の頃までは、皆が

使っている参考書で勉強して、良い

大学に入って、大企業に就職すると

いったわかりやすい成功モデルがあ

りましたが、現在はそうした価値観

はますます通用しにくくなってきて

います。生き方も、そこに至る道も

多様化するなかで、１人ひとりがど

のように生きていくのかを自分なり

につくっていくことが求められてい

るのです。

　そのためには、さまざまな視点か

ら「自分を知る」ことと、大学や社

会といった「外の世界に触れる」こ

とを繰り返すなかで、自分のやりた

いことや、そのために何をすべきか

を考えていくとよいでしょう。また、

それは、大学進学や就職の時だけに

考えるのではなく、その時々に、自

分でベストだと思う考えを深めるこ

とが重要です。

——生き方を考えるとき、まずは何
を手がかりにすればよいでしょうか。
　生き方を考えるというと大仰なこ

とのように聞こえますが、身構える

必要はないと思います。まず、自分

は何が好きなのかを、しっかりつか

んでおくことです。そして、なぜ好

きなのかという理由を掘り下げて考

えて、ただ「好き」ということを超

えた意味や自分なりの価値を見出し

ていきます。 実際、私が自分の進路

を考える際に、映画や映像が好きと

いうところから、単に「好き」にと

どまることなく、そのどこに自分が

魅力を感じているかを考えていきま

した（詳細は後述）。

　また、経験を振り返ることも大切

です。その際、地域で活動した、ス

ポーツや音楽に打ち込んだなど、単

に活動の記録にとどめるのではなく、

自分にとっての意味を見出すことが

大切です。それは自分にとってどの

ような経験だったのか、そこから何

を学んだのか、それは将来も取り組

んでいきたいと思えたのかどうか、

あるいは、そこで出会った人や出来

事から別の課題や方向性が見えてき

たのかなど、その経験が自分にとっ

てどのような気づきや影響をもたら

したのかを考えます。

　今の自分にとっての意味だけでな

く、未来の自分にとってどのような

意味が見出せそうかを考えると、振

り返りはより充実します。同じ経験

でも、大学でこの学問を学ぶとした

らあの経験はどう生きてくるだろう

かとか、この仕事に就いたらあの経

験はどう生きてくるだろうかなど、

進みたい方向性・興味との組み合わ

せによって何度も振り返ると、その

都度、違った側面が見えてきます。

興味がある世界を体験したり
周囲の人や外の世界と
対話しながら考える

——他にも、自分の生き方を考える
ために、高校生ができることはあり
ますか。
　私が学生によく言うのは、興味の

あること、将来やりたいことを実際

にやってみるということです。例え

ば、将来「物書き」や「ライター」

になりたいという人には、「いま何か

書いているの？」と尋ねます。する

と、「将来なりたいと思ってはいます

が、まだ特に書いたりはしていませ

ん」という答えが返ってくることが

あります。そういうときに、今から
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りします。相手の話を聞くことに

よって、新しい視点を得ることもで

きます。誰かと直接話すだけでなく、

著名人のエッセイや自伝のようなも

のを読むのも、ひとつの対話と言っ

てよいでしょう。

　自分の生き方といっても、世界で

唯一の「オンリーワン」の何かを見

つけるという必要はありません。他

の人との差異化ではなく、自分なり

に自分のあり方をつくっていけばい

いのです。そのためには、参考にな

る考え方は、どんどん取り込みま

しょう。私は、心にとまったことが

あったら、簡単なメモをとっていま

す。スケッチする、本に付箋を貼る

など、自分に合う手段なら何でもよ

いのですが、実際の経験や人との対

話を通して、自分の気持ちがどうい

う状態か、どう変化したかを把握す

ることが、自分を見つめることにつ

ながります。

　もしかしたら、自分で決めた生き

方や進路について周囲の人に反対さ

れることもあるかもしれません。そ

ういうときには、その人の話や意見

をよく聞いて理解した上で、それで

もどうしても自分の考える方向がよ

いと思ったら、それをしっかり伝え

てみましょう。その内容や情熱で、

理解してもらえるかもしれません。

しかも、他の人に対して説得的にな

るように考えをまとめることで、意

義や計画について考えを振り返るこ

とにもつながります。

——高校生の時に考えた「生き方」
は、簡単に変わってしまうような気
がします。
　もちろん大学に入れば、高校まで

に触れなかったことや、より広い世

界に出会うことになるので、やりた

いことは変わって当然ですし、むし

ろどんどんアップデートしていって

ほしいと思います。とはいえ、まず

は「これをやりたいんだ」といった

書くことに取り組んでみることを勧

めています。本当に書く力があるの

かや本当に書くことが好きなのかは、

実際に書いてみないとわかりません

よね。将来なりたいと思っても、た

だ漠然と憧れているだけではそこに

近づくことは難しいでしょう。もち

ろん、本格的にやるのは今後その道

に進んでからかもしれませんが、少

しでも今の自分でできることから始

めてみるのです。

　ただ待っていてもチャンスという

ものはやって来ないものですし、た

とえ運良く機会が到来したとしても、

そこで初めてやってみるというので

は、そのチャンスを活かしきること

はできないでしょう。そこで、趣味

でもアルバイトでも校内の活動でも

よいので、実際にやってみて、「やっ

ぱりこれが好きだ」とか「得意だ」

などと感じることが重要です。

　また、自分の生き方を考えるとき

に、自分の中を掘り下げていくばか

りでは、行き詰まって苦しくなって

しまいます。自分の中を突き詰めて

いっても、強固な何かに行き当たる

わけではないからです。そういう何

かがあると思ってしまいがちですが、

そうではありません。あるのは、あ

くまでも、ふわっとした可能性の雲

のようなものです。だから、周りや

世の中のいろいろなものに触れるこ

とで、自分の心が動くことを探して

みたり、オープンキャンパスに行っ

たり興味ある研究分野に触れてみた

りして、そのときの気持ちの動きを

知ることで、自分のことがよく見え

てきます。そうやって自分について

の理解を深めていくのです。

　もうひとつ、友達でも先生でも親

でもよいので、人と話すことも自分

を見つめるのに有効です。話すこと

で、自分が当然だと思っていたこと

が他の人にとってはそうでないとわ

かったり、自分の特徴が見えてきた

ん決めてみることが重要です。

　私自身、25年ほど前、慶應義塾大

学の環境情報学部にAO入試で合格

したのですが、その時は、映画や映

像に興味があり、衛星放送を使って

「世界放送」をしたいと思っていま

した。ところが大学では、当時登場

したばかりのインターネットに出会

い、「こんな技術があるのか！」と衝

撃を受けました。そもそも映像や衛

星放送への興味がなければ、インタ

ーネットと出会っても衝撃は受けな

かったと思います。その意味で、最

終的にそれをやらなかったとしても、

最初に「これだ！」と決めていたこ

とは無駄ではなく、大きな意味をも

ったと言えます。

　その後、大学で学ぶうちに、自分

がやりたいのは、映画をつくるとい

うことではなく、世の中に新しい視

点をもたらすということだとわかっ

てきました。そして仕事を考えたと

きに、必ずしも映像の世界でなくて

もよいと気づきました。

学部・学科を超えた
「領域」として進路を捉えると
選択肢は絶えず生まれてくる

——自分の生き方について考えたこ
とを踏まえて、どのように大学や学
部・学科を選べばよいでしょうか。
　大学の魅力は、一般的に大学選び

で重視されている、大学の知名度や

偏差値にも反映されているとは思い

ますが、それを一旦横に置いて、本

当に自分はそこに行きたいのか、そ

こに進んだ自分がいきいきとしてい

るかどうか、大変だけれど頑張って

いるイメージを持てるかどうかを考

えてみてください。

　その上で「人工知能の開発に携わ

りたい」とか「この先生の下で学び

たい」と目標が明確にある場合は、

その大学、学部・学科をめざせばよ

いでしょう。
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高校生の進路選択を考える 第5回

　しかし「人を幸せにする生き方を

したい」というような場合には、そ

れに直接対応する学部・学科がある

わけではありません。そこで、「人を

幸せにする」という目標が実現でき

そうな進路を、「領域」として捉えて

みましょう。やりたいことができそ

うな場をすべて可能性として捉える

ようなイメージです。「身近な幸せを

つくりたい」なら、家政学系で日々

の食事について研究することもよい

でしょうし、デザイン系で居心地の

良い空間をつくることもできます。

その領域のなかで、自分はどのよう

な力を発揮できるかを考えてみます。

　進路というのは、大学も就職も、

どんなに熱い思いを持っていても、

定員や相手先の意向などがあるため、

自分の希望が叶わないことがありま

す。しかしそれで夢が潰れるわけで

はなく、進みたい方向性を領域とし

て捉えることで、別の手段、別の場

所で輝く道を模索することができま

す。一点集中で「ここ」と決めてし

まうよりも、柔軟で適応的な考え方

だと思いませんか。

　そもそも、進路選択は、敷かれた

レールの上を走っていくのではなく、

目標に向かって、その都度適切な経

路や乗り物を選んでいくイメージで

す。この方向だと決めて進んでいっ

て、実はこっちだったと気づいて方

向修正をするというように、行き先

や行き方は途中で変わっていきます

し、人それぞれです。自分の進路の

選択肢をつくることができると捉え

ると、ワクワクする感覚になるので

はないでしょうか。

——選ぶことはワクワクすることだ
ということを、高校生にはどのよう
に伝えられるでしょうか。
　それは、「あるものから選ぶ」ので

はなく、自分なりに「つくっていく」

のだと捉えるということではないで

しょうか。とてもクリエイティブな

ことです。

　高校３年生になったので受験する

大学を決める、というように、特定

の時期が来たのでいきなりどこかを

選択しなければならないとなると、

苦しいと感じるのは当然です。

　しかし、高校生は部活動を選んだ

り、アルバイトを選んだり、他にも

高校生活をより豊かにしたり、楽し

んだりするために、これまでもさま

ざまな選択をしているはずです。そ

してその結果、自分らしさや自分の

生き方が形づくられてきました。進

路選択も、その日々の「自分を形づ

くっている」ことの延長線上にある

と捉えるとよいでしょう。

　その上で、行くことができそうな

大学から進学先を選ぶのではなくて、

自分らしい生き方を実現できる場所

はどこか、という視点で選択できる

とよいのではないかと思います。

　
やる気が出るポイントを知り
高め合える仲間と頑張り抜く

——大学に進学する場合は入試を乗
り越えなければなりませんが、どの
ように頑張ればよいでしょうか。
　進みたい道に熱い思いを持ってい

ても、気持ちがくじけることはあり

ます。それを乗り越えて勉強するた

めには、やる気が出るポイントを自

分で知ることです。「図書館で勉強す

るとはかどる」など、それはひとつ

でもよいですが、複数あると強みに

なります。また、受験勉強はどうし

ても弱い自分との戦いになってしま

いがちなので、高め合える仲間と一

緒に頑張り抜いてほしいと思います。

より集中して頑張らなければならな

いときには、自分を応援してくれた

り支えてくれたりする人のことを考

えるのも、大きな底力になります。

　進路を考えると、先のことに意識

がいってしまいがちですが、人生は

「今」の連続ですので、今しかできな

いことに打ち込むなど、現在と未来

のバランスを考えることも大切だと

思います。

——高校の先生に、進路指導をする
上でのアドバイスはありますか。
　私自身は、学生に、自分の経験や

知識をもとに、自分が良いと思うこ

と、信じていることを熱く語ります。

それは、一般論として話すと、自分

からどんどん離れていってしまう感

覚がありますし、相手にも響かない

と思うからです。自分が経験してき

たこと、考えていること、信じてい

ることを、ストレートにしっかりと

伝えることを大切にしています。

　ただし、「これについては詳しいけ

れど、こちらはあまりよくわからな

い」ということや、「私なりのひとつ

の見方にすぎない」こともきちんと

伝えます。その学生が私１人の意見

に影響され過ぎだとか、私の意見が

参考にならないと感じた場合には、

その学生にとって参考になりそうな

別の人を紹介したりもします。

　大人になったときに印象に残って

いるのは、自分の生き方について熱

く語っていた先生ではありません

か？ 自分の生き方について真剣に考

えている大人に触れる機会を、もっ

と生徒・学生たちに提供できるとよ

いなぁと考えています。

　最後に、社会のなかで生きていく

ということは、自分が何かを選ぶだ

けでなく、自分が選ばれるというこ

とでもあり、その関係のなかで起き

る出来事の連続です。自分の生き方

を考えてそこに向かって頑張りなが

ら、それだけに囚われず、相性やタ

イミングなども受け入れつつ、どの

ように生きていくかを模索していく

ことです。高校生には、人生とは

ずっとつくり続けていくものだとい

うつもりで、その時々で真剣に考え、

自分の人生を生きていってほしいと

思います。


